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基本設計
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技術的検討
ディテール検討
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積算

まとめ・調整
別途設計・工事発注サポート

実施設計

省エネ
コストコントロール

確認申請審査機関
消防

基本設計完了

基本設計の初期段階で
ターゲットコストを設定します。 実施設計の中間で

概算工事費と照合します。

当初からBIMを用いて
検討を進めます。

素案合意

実施設計完了

基本設計で基本事項重要事
項を決定し、実施設計は発
注図の作成に注力します。
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仮設校舎設計 既存校舎解体・仮設校舎工事発注プール解体工事発注

・私たちは、既存校舎の原風景を継承しながら、文科
省の提唱する「新たな時代の学びを実現する学校
施設の在り方について」に基づいて安全で快適な
学習環境を実現します。
・経験豊富な設計チームで計画的に業務を推進し、
質の高い業務内容と成果で計画を実現し、合理的
で経済的な最適解を見出します。

・子ども達が安心して学校生活を送ることができる
ように、日常生活・防災・防犯に対する安全性を最
大限に確保します。
・また、災害時の地域の避難施設となること、将来に
渡って地域の公共施設になることを視野において、
安全に長く使い続けられる施設をつくります。

安全・安心かつ持続可能な施設をつくる

維持管理コストと初期投資のバランスを最適化する

①基本設計段階で基本事項・重要事項を決定
・発注者と密度高く協議を重ねる基本設計段階で、基
本事項・重要事項を決定し、完成する校舎と学校全
体の在り様を共有します。
・併せて、設計期間の中間にあたる基本設計完了時に
精度高く概算工事費を算出します。同時に、発注時の
物価上昇を加味して予算額を確定します。
・基本設計において基本事項・重要事項を決定し、工
事費を正確に捉えることによって、実施設計におけ
る不確定要素を排除します。
②コスト管理チームが基本設計時のコストをコントロール
・基本設計初期段階で決定する建物位置とそれに伴う
主要設備経路、平面形状や構造等が工事費に大きな
影響を及ぼします。
・その前提に立ち、弊社のコスト管理チームが基本設
計の初期段階・中間段階で工事費を算出してコスト
を監視します。
③実施設計完了後の積算の際には市場価格を徹底調査
・実施設計完了後の細密積算の際には、積算専門技術
者と協働して正確に数量積算を実施するとともに、
市場価格を設定し、施工者見積との乖離をなくし、入
札不調を回避します。

①多くの公共建築・学校建築の実績をもつ管理技術者
・小学校から大学まで数多くの学校建築の実績を有す
るとともに、図書館・コミュニティ施設などの公共
建築の実績も豊富に有し、事務所の代表者でもある
管理技術者が設計チームを指揮します。
②経験豊富な主任技術者がチーム内を調整
・管理技術者と姿勢を共有し、学校建築をはじめとす
る公共施設の設計実績を豊富に持つ主任技術者が、
意匠担当技術者や専門分野の主任技術者と調整を図
りながら円滑に業務を遂行します。
・また、発注者との連絡窓口として対応します。
③常時協力関係にある構造技術者・設備技術者と協働
・構造主任技術者は、事務所内の構造一級建築士資格
を有する技術者が担当します。
・電気設備主任は常時協力関係にある設備一級建築士
資格をもつ技術者が、機械設備主任も常時協力関係
にある建築設備士資格をもつ技術者が担当します。
④万全のチェック体制の確保
・事務所内のバックアップチームの参画により、技術的
なチェックを実施し、設計品質の確保します。

⑤ZEB プランナー
・私たちの事務所は 2023 年に ZEB プランナーの資格
を取得しました。
・2023 年 4 月以降に私たちが設計した公共建築は、学
校建築を含めて全て ZEB-Ready を達成するなど高い
省エネルギー化の技術を有しています。

公共建築の実績豊富な技術者で設計チームを構成し、質の高い業務内容と成果を提供する
１. 公共建築の実績豊富な技術者で設計チームを構成 ２. 計画的業務推進と質の高い設計内容・成果を提供 ３. 基本設計で重要事項を決定して不確定要素を排除

・建物を使用すればコンスタントに水光熱費が発生
し、長期に渡って建物を維持するためには修繕や大
規模改修も必要となります。
・維持管理コストを抑制するためには相応の初期投
資が必要となることから、維持管理コスト抑制の方
策とそのための初期投資とのバランスを最適化し
て、トータルのライフサイクルコストを抑制する施
設を実現します。

①ISO9001 規格に則った業務実施
・品質マネジメントシステム国際規格 ISO9001 に則り、
計画的に業務を推進し、質の高い設計内容と確実な業
務成果を提供します。
②業務計画書に基づき計画的に業務を推進
・業務着手時に業務手順・工程・打合せ等を設定した
｢業務計画書｣を作成し、計画的に業務を推進します。
③発注者側との定期的かつ密度の高い協議機会の設定
・発注者側のご担当者との定期的な協議機会を設定し、
密度高く協議を重ね、緊密な連携を図ります。
・また、意見や要望・課題・懸案事項等を一覧できる
｢課題管理表｣としてリストを用意し、それらの既決・
未決を発注者側と共有できるようにして、確実な進
捗を図ります。
④立体的でわかりやすい資料の提供
・模型や BIM を用いて立体
的に検討します。
・協議機会には、模型やパー
ススケッチ・アニメーショ
ンなどの立体的でわかりや
すい資料を提供し、目標と
課題の共有を図ります。

経験豊富な技術者チームが計画的に業務を推進し、合理的な解決方法で新しい時代の教育環境をつくる

BIMを用いた立体的な検討

b)ロッカーに1人分を収納するために必要となる収納サイズの目安

a）児童の持ち物
・現在の中里小学校の児童の持ち物を下表に示します。

ロッカーの大きさの検討：中高学年④

辞典
Ｗ140×Ｄ45×H190

-

名称
寸法
備考

プールセット
W340×D270×H140

-

名称
寸法
備考

ランドセル
W250×D140×H340
日立市支給品

名称
寸法
備考

たんけんバック
W350×D20×H250

-

名称
寸法
備考

通学帽子
W250×Ｄ250×Ｈ130

-

名称
寸法
備考

体操着袋
W320×D150×H380

-

名称
寸法
備考

傘
60Φ×H760

-

名称
寸法
備考

粘土板・粘土ケース
W320×D3×H380・W220×D110×H60

-

名称
寸法
備考

割ぽう着袋
Ｗ200×Ｄ260×Ｈ130

-

名称
寸法
備考

絵具セット
W350×D160×H160

-

名称
寸法
備考

水筒
100Φ×H240

-

名称
寸法
備考

シューズ入れ
-
-

名称
寸法
備考

ヘルメット
W300×D200×H160

-

名称
寸法
備考

習字セット
Ｗ360×Ｄ260×H90

-

名称
寸法
備考

共用

個人

ランドセル
たんけんバック
通学帽子
体操着
折畳み傘
粘土板・粘土ケース
絵の具セット
プールセット
水筒
シューズ入れ
習字セット

辞典

Ⅲ-8-2.内部空間の計画・各ゾーンの計画

2.普通教室の計画

３年生
６年生

現況 計画案
b)ロッカーに1人分を収納するために必要となる収納サイズの目安

a）児童の持ち物
・現在の中里小学校の児童の持ち物を下表に示します。

ロッカーの大きさの検討：中高学年④

辞典
Ｗ140×Ｄ45×H190

-

名称
寸法
備考

プールセット
W340×D270×H140

-

名称
寸法
備考

ランドセル
W250×D140×H340
日立市支給品

名称
寸法
備考

たんけんバック
W350×D20×H250

-

名称
寸法
備考

通学帽子
W250×Ｄ250×Ｈ130

-

名称
寸法
備考

体操着袋
W320×D150×H380

-

名称
寸法
備考

傘
60Φ×H760

-

名称
寸法
備考

粘土板・粘土ケース
W320×D3×H380・W220×D110×H60

-

名称
寸法
備考

割ぽう着袋
Ｗ200×Ｄ260×Ｈ130

-

名称
寸法
備考

絵具セット
W350×D160×H160

-

名称
寸法
備考

水筒
100Φ×H240

-

名称
寸法
備考

シューズ入れ
-
-

名称
寸法
備考

ヘルメット
W300×D200×H160

-

名称
寸法
備考

習字セット
Ｗ360×Ｄ260×H90

-

名称
寸法
備考

Ⅲ-8-2.内部空間の計画・各ゾーンの計画

ｄ)ロッカー数：10人分（持ち帰るものと学校に置いていく物を分けて収納する）

ｃ)ロッカー数：10人分（個人の持ち物を１ヵ所にまとめて収納する）

※個人荷物ひとつにま

※分ける

ｃ)ロッカー数：10人分（個人の持ち物を１ヵ所にまとめて収納する）

※個人荷物ひとつにま

※分ける

ｃ)ロッカー数：10人分（個人の持ち物を１ヵ所にまとめて収納する）

※個人荷物ひとつにまとめる

１年生

※分ける

・近年の子どもたちの教材は多岐にわたっており、そ
れらが学習空間に溢れてしまっている場合もあり
ます。現状の教室の使われ方を調査して本計画に求
められる潜在的な要求を明確にします。
・調査結果は協議機会等で発表し、関係者がニーズを
共有できるようにします。
・カリキュラムや運営方法を精査して具体的な管理
方法を検討し、先生方の学校運営のニーズを十分に
満たしながら、子どもたちにとって使いやすい計画
にします。

細やかな調査やヒアリングを行い設計に反映する

既存校舎と一体化した南向きの明るい校舎



２年生 １年生２年生 １年生

４年生 ３年生４年生 ３年生
5年生 6年生5年生 6年生

１階１階

２階２階

１階１階

２階２階みんなの図書室みんなの図書室

ちいさな図書室ちいさな図書室

既存棟を結ぶ新校舎既存棟を結ぶ新校舎

既存棟既存棟

既存棟既存棟
新校舎新校舎

駐車場エリア駐車場エリア

児童生活エリア児童生活エリア

職員用
駐車場
職員用
駐車場

菜園菜園

はらっぱはらっぱ

・文科省による「新しい時代の学びを実現する学校施
設の在り方について」では、以下の５つを基軸に目指
すべき姿を示しています。
・私たちは、昭和初期に建てられた貴重な木造校舎の
原風景を大切に継承しながらも、５つの方針で新し
い時代の学びの場を再構築します。

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に
向け、柔軟で創造的な学習空間を実現する

新しい生活様式を踏まえ、
健やかな学習・生活空間を実現する

地域や社会と連携・協働し、
ともに創造する共創空間を実現する

子どもたちの生命を守り抜く、
安全・安心な教育環境を実現する

脱炭素社会の実現に貢献する、
持続可能な教育環境を実現する

学校施設全体を新しい学びの場として再構成する

柔軟で創造的な学習空間を実現する

・渡り廊下で繋がずに
一体の空間とするこ
とで、学習上の利便性
を向上します。
・子どもたちの快適性
を確保します。

・２クラス単位で教室
配置を考えます。
・３年生以上は図書室
を中心としたフロア
にまとめて、学びのサ
イクルに繋げます。

５つの方針を具体化し 新たな絹西小学校をつくる

❶一体感のある校舎に再構成する

❸学年の並びに学齢のまとまりをつくる

・学校の中心に図書室
を移設し、集まれる場
所をつくります。
・日常的に学習資料に
触れやすい環境をつ
くります。

❷図書室を学校の中央に配置する

木造校舎の面影を継承し現代的な校舎をつくる

・木造校舎の切妻屋根
を踏襲します。
・雁行させるなどして、
木造校舎の佇まいを
継承しながらも新し
い施設をつくります。

・開放的で明るく清潔
な空間をつくります。
・内部は木質化を図る
ことで、木造校舎のあ
たたかい空間を現代
にも継承します。

❶木造の佇まいを継承する

❸健やかな学習・生活空間をつくる

・新しい時代の学習空
間として、使いやすい
環境に整えます。
・これからの学習形態
に見合った設備を設
えます。

❷新しい時代の学習空間をつくる

地域の公共施設として敷地内を再整備する

・敷地内は歩車分離を
徹底して安全な外部
空間をつくります。
・見通しの良い計画と
することで、構内事故
を防ぎます。

・保護者を含めた地域
の方が学校に関わっ
ていただきやすいよ
うに、地域の方とつく
る菜園や花壇などを
計画します。

❶安全で快適な外部空間

安全を最優先に無駄のない事業計画を立案

・工事中の子どもたちの安全を最優先に考え、また
工事による騒音や振動、移動制限などの負担を軽
減する工程計画を行います。

❶工事中の子どもたちの負担を軽減する

・建物自体を合理的に計画することで、無駄な建設
コストを削減します。
・各フェイズごとに綿密に施工計画を検討し、無駄
な工事費を削減します。

❷合理的な建築計画と工程計画で無駄を省く

持続可能な校舎をつくる

・堅牢な建物とすることで、子どもたちの安心安全
を確保します。
・地域の避難施設としての基本性能を確保します。

❶堅牢な建物をつくる

・消費エネルギー量を 50％削減して、ZEB-Ready を
達成し環境にやさしい建物としながら、維持管理
コストを縮減します。
・長寿命化を図り長く使える校舎をつくります。

❷環境負荷を低減し、維持管理コストを縮減する

❸地域の方々と共創する場所をつくる

・通学区域の広い絹西
小学校の地域事情に
あわせて、スクールバ
スロータリーや保護
者送迎駐車場スペー
スを計画します。

スクールバス
ロータリー
スクールバス
ロータリー

保護者送迎
駐車場

保護者送迎
駐車場

❷地域事情にあわせて計画する

学び

学び

生活

共創

安全

環境

生活 共創 安全

環境

学校の原風景を継承しながら、新しい時代の学びを実現する空間に再整備する

現代的な学校としながらも、木造校舎のおもかげを継承する校舎



・既存校舎を含めて全体を一体的につくることで、子
どもたちが快適に移動できるようにします。
・子どもたちの距離も近づくことになり、絹西小学校
全体の一体感をさらに醸成します。

全体で一棟になるようにつくる

・１学年 2クラス単位で教室を配置し、外部での活動
が多い低学年は既存南校舎の１階に配置します。
・3 年生以上の教室は主体的な学びが進むことを踏ま
え、図書室のある２階のフロアに集約します。

１学年２クラスを基本として教室を配置する

・普通教室にはラーニングスペースを併設し、多様な
学習形態に柔軟に対応できるものとします。
・プロジェクターやWi－Fi 環境を整備し、ICT 設備に
対応します。

多様な教育的ニーズに応える普通教室

特別支援教室は緩やかに区分する
・様々な理由で特別支援教室に通級する子どもたちに
配慮して、一体感を保ちながらも緩やかに区分でき、
比較的静かに過ごせる 2階に集約します。
・下階に通級指導教室を配置し、隣接して相談室を設
けることで保護者等との面談をしやすくします。
・相談室は児童が利用する際は、他の児童の目に付き
にくい位置になり、相談者に配慮できます。
管理部門を集約する
・グラウンドの状況、子どもたちの登下校の様子、昇降
口の様子、来校者の確認がしやすい位置に職員室を
配置します。
・保健室はグラウンドに面し、万が一の際にも緊急車
両が寄り付きやすい、正門から近い位置に設けます。

みんなの図書室
ちいさな図書室

・既存特別教室棟の１階にある図書室を新校舎の中央
に移動し、学校の中心として再構成します。

・校舎を一体にし、学年
どうしの距離を縮めま
す。その中心にすべて
の学年が利用する図書
室の機能を配置するこ
とで、学校の中心に子
どもたちが集まれる場
所をつくります。
・「みんなの図書室」「ちいさな図書室」は子どもたち
の学びの好循環を生む中心となります。各階の「図
書室」を中心として、校内の各所に学びの好循環を
生むためのスペースをつくります。

「みんなの図書室」「ちいさな図書室」をつくる

学びの好循環を生むスペースを各所に配置する

図書室を学校の中心に再構成する

子どもたちの主体的な学びや深い学びを育む環境として再構成する
絹西小学校としての一体感を醸成する

教室の配置を合理的に計画する

学びのサイクルのイメージ

授業
学びのサイクル

学びのきっかけ
啓発・触発

深い学び

主体的な学び対話的な学び

アウトプット

①子どもたちの好奇心を刺激する環境

②集団での授業と個別学習が相互補完する環境

③学びの好循環を生む環境

・集団で学ぶ授業と子どもたちが自主的・主体的に
学ぶ活動が共時的かつ相互補完できる学習環境を形
成します。

・教室の授業を契機とする子どもたちの興味や関心を
自ら確認し、探求し、膨らませることができるよう
に、教室から近い位置に資料・情報のある環境をつ
くります。

・上記の環境を循環させ
ることで、学びのサイ
クルを創り出します。
「図書室」がそのサイク
ルを創り出す役目を果
たします。

みんなの
図書室
みんなの
図書室

ちいさな図書室ちいさな図書室

職員室職員室 校長室校長室
昇降口昇降口

学びのテラス学びのテラス 印刷印刷

保健室保健室

通級支援
教室

通級支援
教室

音楽室音楽室理科室理科室

配膳室配膳室
ELVELV

配膳室配膳室

教材室教材室

相談室相談室
更衣更衣 更衣更衣ELVELV

WCWC

準
備
室

準
備
室

準
備
室

準
備
室

図工室図工室家庭科室家庭科室 準
備
室

準
備
室

準
備
室

準
備
室

WCWC

WCWC WCWC

WCWCWCWC

WCWC WCWC

WCWCWCWC

５年
ＣＲ
５年
ＣＲ

１年
ＣＲ
１年
ＣＲ

１年
ＣＲ
１年
ＣＲ

２年
ＣＲ
２年
ＣＲ

２年
ＣＲ
２年
ＣＲ

教材室教材室WCWC WCWC３年
ＣＲ
３年
ＣＲ

３年
ＣＲ
３年
ＣＲ

４年
ＣＲ
４年
ＣＲ

４年
ＣＲ
４年
ＣＲ

特別
支援
ＣＲ

特別
支援
ＣＲ

特別
支援
ＣＲ

特別
支援
ＣＲ

特別
支援
ＣＲ

特別
支援
ＣＲ

５年
ＣＲ
５年
ＣＲ

教材室教材室

ラーニングスペースラーニングスペース

６年
ＣＲ
６年
ＣＲ

６年
ＣＲ
６年
ＣＲ

職員玄関職員玄関

↑
屋内運動場
( 渡廊下 )

↑
屋内運動場
( 渡廊下 )

1 年 5.6 年
4.5.6 年 1.2.3.4 年

2.3 年 一体感を形成

現状

既存校舎にも
資料・情報を配置し、
学習成果を発表できる
スペースをつくる

既存校舎との段差は ELV や
スロープで解消し、
バリアフリーとする

階高は既存普通
教室棟に合わせる

子どもたちの動線上に配置

全面的に開放できる
引分戸

全面的に開放できる引分戸

ELV は給食配膳と共用

+890

±0

±0

+200

±0

±0

：学びの好循環を生むスペース

低学年用に 1階にも
ちいさな図書室を設ける

相談者に配慮した位置

既存図書室を
図工室に改修する

昇降口は一か所に集約する既存昇降口を教材室に改修する

昇降口側はガラスでつくり
職員室から見通せる

▲ ▲

▲

職員室から「はらっぱ」まで見通せる

1 階平面計画図　S=1:600

２階平面計画図

子どもたちの好奇心を刺激する 1階のちいさな図書室 子どもたちの交流の場にもなる 2階のみんなの図書室

普通教室イメージ

N

相談室相談室

2階
新校舎

1 階
合計

950 ㎡
900 ㎡

1,850 ㎡

既存校舎
890 ㎡
905 ㎡
1,795 ㎡

合計
1,840 ㎡
1,805 ㎡
3,645 ㎡

※体育館・渡り廊下は除く

UP

UP

DN



学びのテラス学びのテラス

昇降口昇降口

印刷室印刷室

外部への見通しを確保

見通しを確保見通しを確保
作業コーナー作業コーナー

高いアクセス性高いアクセス性

２年生 １年生２年生 １年生 教材室教材室

４年生 ３年生４年生 ３年生
5年生 6年生5年生 6年生

教材室教材室

教材室教材室

木造校舎の雰囲気を引継ぎながら、明るく開放的な学校にする
木造校舎のおもかげを継承する

明るく開放的で清潔な教育空間をつくる

・木造校舎の面影であり、既に建替えられた校舎でも
採用されている瓦葺の切妻屋根を踏襲します。
・すべての校舎の屋根形状を切妻屋根として統一する
ことで、より一体感のある校舎をつくります。

瓦葺の切妻屋根にする

・分棟方式かつ雁行した建
物配置は、木造校舎の立ち
方の特徴でもあります。
・新しい校舎は一体的につ
くりながらも、屋根を分け
て分棟のようにつくり木
造校舎の佇まいを継承し
ます。
・また、南北のウィングの長
さを変えることで雁行し
ているような見え方をさ
せ、木造校舎の立ち方の特
徴を継承します。

分棟のようにつくり雁行させる

教職員のアメニティ環境を充実させる

・管理諸室は 1 階に集約
し、職員室は校内各所へ
アクセスしやすく、校庭
や正門も見渡せる位置
に配置します。
・授業準備作業や打合せ
がしやすいように、十分
な広さを確保します。

・２学年ごとの教室の近
くに教材室を配置し、先
生方や子どもたちの授
業準備がスムーズに行
えるようにします。
・既存南校舎の昇降口を
教材室に改修し、新校舎
２階にも教材室を設け
ます。

使いやすい管理諸室をつくる

教室近くに教材室を配置する

・子どもたちが毎日明る
く元気に過ごせるよう
に、建物自体も明るく開
放的なスペースとしてつ
くります。
・間仕切りや腰壁をなく
し、効果的な開口部を確
保します。

・木造校舎のあたたかみ
を踏襲し、建物内部は木
質化を図ります。
・普通教室を中心に、天井
に木製ルーバーを用いる
など、子どもたちが木の
あたたかみを感じられる
空間にします。

明るく開放的につくる

・子どもたちはトイレ空
間が明るく清潔である
ことに敏感です。
・明るく清潔であること、
使いやすいこと、掃除し
やすいことに重点を置
いて、子どもたちにとっ
て快適なトイレ空間を
つくります。

明るく清潔感のあるトイレをつくる

普通教室を使いやすい学習空間として整える
・普通教室は、子どもたちが最も長い時間滞在する学
習空間であることを重視してシンプルに構成し、授
業に集中できる環境を創ります。

・子どもたちの荷物を調査し、また、将来の子どもたち
の荷物量を設定し、それらを収納できる十分な容量
のロッカーを設定します。
・ロッカーは教室内の整理整頓がしやすいように、
ラーニングスペースに配置することも検討します。

十分な収容力をもつロッカーの設置　

内部を木質化する

・教室正面の壁には棚
などを設けず、シンプ
ルに構成し、子どもた
ちが授業に集中でき
る環境をつくります。

授業に集中しやすいシンプルな正面壁

・全面をホワイトボードとして、プロジェクターによ
る画像の投影と板書を併用できるように設えます。
・ICT 環境を活用したこれからの時代の教育がしやす
い普通教室をつくります。

（13）生徒の持ち物調査 第Ⅱ章 与条件の整理

５.現地調査 54

生徒の持ち物

通学用鞄

スポーツバック

400×350×80

200×450×300

美術用具入れ 360×260×120

シューズ入れ 120×300×150

1）生徒の持ち物調査

・ 普通教室の設えを検討する為の検討資料として、生

徒の持ち物調査を行いました。

・ この調査では、

○現状の収納の大きさ

○生徒の持ち物の種類

○生徒の持ち物の大きさ

○保管方法

を調査しました。

・ 調査の結果、現況のロッカーの大きさは以下の通りで

す。

・ 生徒の持ち物は主には以下の通りです。持ち物には個

人差があり、下記のほかに、教科書や資料集、ファイ

ルや部活用品等も収納している生徒もいました。

既存昇降口を改修

一棟としながら
屋根を分節する

分棟

既存校舎のおもかげを継承した校舎と、歴史あるイチョウ並木を保存したアプローチ空間



バスロータリーバスロータリー

送迎駐車場送迎駐車場

送迎用出入口
バス用出入口

別敷地駐車場
32台

別敷地駐車場
32台

職員駐車場
25 台

職員駐車場
25 台

臨時駐車場
50 台

臨時駐車場
50 台

送迎駐車場
38 台

送迎駐車場
38 台

既存のイチョウ並木道

約 120m約 120m

約 60m約 60m
約 60m約 60m

はらっぱはらっぱ みんなのにわみんなのにわ

遊具スペース遊具スペース

子どもたちの安全を第一に考えた、使いやすい敷地利用計画
安全で快適な外部環境を整備する

・敷地への歩行者出入口
は車両出入口と離して
設け、歩車分離を徹底し
ます。
・登下校する子どもたち
が安全に昇降口までア
プローチできるように、
幅が広く見通しの良い、
安全な歩道を設けます。
・来校者の駐車場は送迎用駐車場と併用します。
・新校舎の北側に設定することで、日中でも安全に出
入りできます。
・不審者対策として校舎周りの見通しを良くし、防犯
安全性を高めます。

・絹西小学校へ統合された場合、更に遠方から登校す
ることになります。また、雨天時やイベント時には保
護者は車で来校することが必要になります。
・日常的に必要な駐車スペースを確保しながら、イベ
ント時には安全な駐車スペースを拡張できるレイア
ウトを計画します。
・イベント時にも歩車分離
しながら、安全に西側のは
らっぱスペースを開放でき
るようにすることで、北側
の別敷地の駐車場と合わせ
て、最大 145 台駐車できる
ようになります。

・建物は、既存の 1-1 号棟、
2-1 号棟、2-2 号棟を解体
した位置に設けます。
・既存校舎に近い位置に
新校舎を計画すること
で、現状のグラウンド面
積を確保しながら、敷地
内を安全にエリア分け
します。

地域事情を踏まえて敷地内を整備する
・絹西小学校の通学区域は広範囲に及んでいます。
・近年、雨の日などは保護者による送迎が行われる学
校も増えています。少子化が進み、通学する子どもた
ちが減っていくと登校班による徒歩での通学も減っ
ていくことが予想されます。
・また、忙しい保護者の皆さんが学校行事の際に徒歩
で学校に行くことを負担に感じることも確かです。
・そういった地域の事情や、保護者のニーズも汲み
取って、使いやすい配置計画を行います。

・校舎群を挟んで南側を児童の生活エリア、北側を駐
車場エリアに明確に区分し、子どもたちにとって安
全で快適な外部空間を整備します。
敷地内の歩車分離を徹底し見通しをよくする

現状のグラウンド面積を維持する

①空地を駐車場として有効に活用する

②安全なバスロータリーと送迎用駐車場
・保護者による送迎が増える可能性を考え、バスロー
タリーとは別に送迎用駐車場を計画します。
・送迎用駐車場は、朝はロー
タリーとして歩道沿いで降
車し、放課後は駐車して待
機できるようにします。
・保護者の動線とバスの動
線を明確に分け、それぞれ
の見通しを良くすることで
構内の安全を確保します。

・現状のグラウンド面積を維持します。
・南側に集約されている遊具スペースはそのままに、
正門近くに新たに遊べるスペースを設けます。
・校舎に近い位置に遊べるスペースを設けることで、
・休み時間における子ど
もたちの移動距離を少
しでも短くします。
・また、職員室からも近い
ため、先生方の見守りの
負担低減にもなります。
教育環境として外部環境を整備する
・低学年の教室近くのプール跡地に、「はらっぱ」と「菜
園」を整備します。
・外部での観察活動や植物の育成活動が多い低学年の
校舎近くに配置し、授業時間内でもスムーズに移動
できるようにします。

正門から続く並木を保存する学校に関わるきっかけとなる場所を整備する
・この地域と木造校舎を長年見守ってきた、イチョウ
並木を保存します。敷地内の既存樹木も可能な限り
保全し、緑豊かな絹西小学校を次の世代へも継承し
ていきます。
・新校舎側に植栽を追加して、
正門からのアプローチ空間
をさらに豊かにしながら、校
舎への夏の強い直達日射を
遮る機能を持たせます。

菅生小菅生小
絹西小絹西小

15年以内に
統合予定
15年以内に
統合予定

小学校小学校
中学校中学校

常総市全図常総市全図

・「常総市立小中学校適正配置実
施計画」では、令和 17 年度まで
に５つの小学校と４つの中学校
に統廃合される計画であり、絹
西小学校と菅生小学校は統合さ
れる予定です。
・絹西小へ統合される可能性を考
慮し、今回の改築事業で二重投資
にならないよう施設を整備して、
将来の経済負担を軽減します。

小中学校適正配置実施計画を踏まえて計画する

・これからの未来を担う子どもたちの豊かな学びや成
長を支えるためは、地域と学校がパートナーとして
連携・協働することが重要とされています。
・コミュニティスクールの一環として、地域の方が気
軽に学校運営に関わりやすいよう、地域の方との共
創の場をつくります。
・低学年の授業で行われる野菜栽培指導を「菜園」で
行ったり、「地域花壇」の共同整備など、比較的関わっ
ていただきやすい外部環境を整えます。

地域の方との共創の場をつくる

駐車場エリア

職員
駐車場
職員
駐車場

送迎
駐車場
送迎
駐車場

児童生活エリア児童生活エリア

児童登下校ルート児童登下校ルート

屋内運動場屋内運動場

職員用駐車場 (25 台 )職員用駐車場 (25 台 )

フェンスフェンス

送迎用駐車場 (38 台 )送迎用駐車場 (38 台 )

降車スペース降車スペース

スクールバス
ロータリー
スクールバス
ロータリー

既存普通教室棟
1階：低学年
既存普通教室棟
1階：低学年

既存特別教室棟既存特別教室棟はらっぱ
( 臨時駐車場 )
はらっぱ

( 臨時駐車場 )

臨時駐車場への
車両進入ルート
臨時駐車場への
車両進入ルート

みんなのにわみんなのにわ

菜園菜園

昇降口昇降口

配膳室配膳室 通級支援
教室

通級支援
教室

職員玄関職員玄関

▲▲

▲▲

校長室校長室 保健室保健室

放課後
児童クラブ
放課後

児童クラブ
車両ルート車両ルート

バスルートバスルート

児童登下校ルート児童登下校ルート

職員室職員室

バス専用の
出入口

歩行者・バス動線と分けて設けます

グラウンドに面した管理諸室

職員室からの見通しを確保する

正門からグラウンド全体を
見渡すことが出来ます

北側の通級支援教室
北側にも管理諸室を配置し、
来校者の確認や防犯安全に
配慮します

既存のイチョウ並木を保存
旧校舎の面影の一部として
継承します

グラウンドは工事では極力使用しない
工事車両でグラウンドを荒らしてしまうと
復旧するために時間とコストがかかる為、
グラウンドを工事で使用する期間を少なく計画します

既存の歩道の延長上に設けます

みんなのにわ
休み時間や放課後児童クラブで
遊ぶスペースとして設けます

歩行者動線
車両動線

配置計画図　S=1:1500

グラウンド拡張部避けて計画する
開発行為が必要になると、
手続きに時間が必要となるため
拡張部を避けて配置計画を行います

職員用駐車場
比較的移動の少ない職員用駐車場は
体育館の西側に設定します

はらっぱ
主に低学年の外部活動の場所として
はらっぱを設けます
授業の中での昆虫や植物の観察場所
として使用できます

菜園
主に低学年の野菜
栽培の授業で使用できます
地域の方との共創の
場にもなります

歩行者専用の出入口

車両専用の出入口

N

配膳車
スペース
配膳車
スペース

（様式第１０号）

評価テーマ３ 敷地利用計画の有効性（各評価テーマについて 1～２枚 (A3 判 ) 程度で記載してください。）

評価テーマに対する具体的提案



１階１階

２階２階

視聴覚室は現在
児童は使用して
いないため移動しない
視聴覚室は現在
児童は使用して
いないため移動しない

職員室を
仮設校舎へ移動
職員室を
仮設校舎へ移動

工事範囲工事範囲

工事範囲工事範囲２年生 １年生２年生 １年生

４年生 ３年生４年生 ３年生

5年生 6年生5年生 6年生

図工図工特支特支学童学童

理科理科 音楽音楽

屋内運動場屋内運動場

職員職員保健保健 家庭家庭 図書図書

学童学童

特支特支

視聴視聴

職員職員

主要設備 ( 盤等 ) は
仮設校舎へ移動しない
主要設備 ( 盤等 ) は
仮設校舎へ移動しない

警備機器等は
遠隔で利用
警備機器等は
遠隔で利用

現在の職員室が
ある既存棟は
工事範囲から除く
現在の職員室が
ある既存棟は
工事範囲から除く

工事用車両工事用車両

通学動線通学動線

通学動線通学動線

プール解体プール解体

工事用車両工事用車両

通学動線通学動線

通学動線通学動線

仮設校舎建設仮設校舎建設

工事用車両工事用車両

通学動線通学動線

通学動線通学動線

既存校舎解体既存校舎解体

工事用車両工事用車両

通学動線通学動線

通学動線通学動線

新校舎建設新校舎建設

工事用車両工事用車両

工事用車両工事用車両

仮設校舎解体仮設校舎解体
既存校舎解体既存校舎解体

通学動線通学動線

工事用車両工事用車両

工事用車両工事用車両

仮設校舎解体仮設校舎解体
既存校舎解体既存校舎解体

通学動線通学動線

工事用車両工事用車両

工事用車両工事用車両

仮設校舎解体仮設校舎解体 既存校舎解体既存校舎解体

通学動線通学動線

工事用車両工事用車両

工事用車両工事用車両

仮設校舎解体仮設校舎解体 既存校舎解体既存校舎解体

通学動線通学動線

通学動線通学動線

通学動線通学動線

年度

プール解体
仮設校舎建設
既存校舎解体①

既存校舎解体②

校舎建設
外構工事①

外構工事②

令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度
月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

ヶ月

プール解体（3ヶ月）
夏休み夏休み 冬休み冬休み 春休み春休み 夏休み夏休み 夏休み夏休み冬休み冬休み 春休み春休み

仮設校舎解体（2ヶ月）仮設校舎建設（3ヶ月）

●新校舎供用開始

全体工事完了●
既存校舎解体（4ヶ月）

プール跡地外構工事（4ヶ月）
新校舎北側外構工事（4ヶ月）

校舎周り外構（4ヶ月）
旧校舎改修

既存インフラ切り回し工事
既存校舎解体（3ヶ月）

校舎建設（13 ヶ月）

仮設校舎建設 (19 ヶ月 )

安全性を最優先に考えた綿密な工事工程計画で無駄を省きイニシャルコストを縮減する
児童の安全を確保し、学校運営に支障のないように計画する 合理的な建築計画によって建設費を低減する

・工事中の児童への安全の確保と負担軽減を第一に考
えます。普通教室は既存校舎内で教室配置を組替え、
使い慣れた校舎で過ごせるように計画します。
・職員室などの管理諸室を仮設校舎とすることで、工
事範囲と学校運営範囲を明確に区別します。
・工事中の出入口は学校出入口と完全に分離します。 ・無駄のない建築計画によっ

て、建物自体をコンパクト
につくります。
・施工面積を抑えることに
よって、面積減によるコス
ト削減、工期短縮による経
費削減でイニシャルコスト
を削減します。

工事中の児童への負担を軽減する

・工事工程を丁寧に計画し、コストや工事期間の無駄
を省きます。
・工期短縮を図ることで、工事による子どもたちへの
影響を短くする上に、経費削減につなげます。
・また、仮設のやり替えが最小限になるような工程計
画を行い、構内の安全を確保します。

PHASE１：プール解体 PHASE２：仮設校舎建設 PHASE３：既存校舎解体 PHASE４：本体工事 PHASE５：仮設校舎・既存校舎解体 PHASE６：完成
・既存プールを解体します。
・工事用進入路は、敷地南側に確保
します。

・左記と同じ経路を利用して仮設校
舎を建設します。
・夏休み明けから共用開始します。

・工事用進入路は正門になります。
・敷地南側に確保した進入口を仮設
の正門とします。

・左記と同じルートを利用して本体
工事を行います。
・完了後、新校舎を供用開始します。

・仮設校舎建設時の工事ルートに戻
します。同時に北門から北側工事
を行います。

・外構工事を行って、すべての工事
を完了します。

綿密な工事工程計画で経費削減 想定面積 2,200 ㎡

計画面積
1,850 ㎡

350 ㎡削減

工期短縮・経費削減

施工面積を最小に抑える

・既存校舎を有効に活用して、仮設校舎面積を最小限
に抑えます。
・将来の資産にならない仮設校舎の面積を小さく抑え
ることで建設にかかるコストを削減します。

仮設校舎面積を最小に抑える 合理的な方法で建設費を低減する
・下記に掲げる合理的で無駄のない方策で、建設コス
トを抑制します。

・建物を 900 ㎜×900 ㎜でモジュール化し、建築、設
備を含めてそれを基本として建築計画を行います。
・建材の切り無駄を極力少なくすることで、廃棄物を
削減します。処理にかかる費用も低減します。
・また、建材のユニット化を推進し、汎用工法を採用す
ることで作業を単純化します。工場作成や現場作業
の軽減を図り、工期を短縮します。

夏休み中に引越を行い、
夏休み明けから仮設校舎を利用

児童の登校ルートの変更は
1回のみとして混乱を防ぐ

児童は正門を利用

児童は正門を利用

児童は南側仮設正門を利用

夏休み中にメインの工事を
行い安全に配慮する



一般的な学校本計画

▼GL ▼GL

耐震壁
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地震力 地震力
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50年間で50年間で
約35%低減約35%低減

外壁,屋根
＋設備改修

設備改修

外壁,屋根
＋設備改修

外壁,屋根
＋設備改修

設備
改修

外壁,屋根

設備改修

外壁,屋根

標準的な施設
新施設

50 年間のランニングコスト累計

・下表の方策によって供給エネルギー量を50％削減し、ZEB-Readyを達成します。
②エネルギー消費削減の具体的方策

安心安全で経済的に長く使い続けられる校舎をつくる

※一般的な学校校舎は短手方向には耐震壁を設けますが、長手
方向は柱のみで地震に抵抗するため変形も大きく、地震のダ
メージが残る可能性ももっています。

環境負荷を抑制し、ライフサイクルコストを低減
・環境負荷の低減と維持管理コストの低減は同じ方向
性をもつため、同様の方策で双方の実現を図ること
が出来ます。
・イニシャルコストとランニングコストの最適なバランス
を図りながら、「エネルギー消費量の削減」と「建物
の長寿命化」の２つの観点で環境負荷を低減し、コ
ストパフォーマンスの高い建物を実現します。
・さらにパッシブ（建築的）手法を主体とした様々な方
策によって、新築時点での供給エネルギー量を 50％
削減し、ZEB-Ready を達成する環境に優しい校舎を
実現します。
・環境教育の一環としてそれらの見える化を行います。

１. エネルギー消費量の削減

・学校施設には長期休みがあり、一定期間施設の大部
分が使用されないという運営上の特性があります。
・その特性を踏まえて、パッシブ（建築的）手法に主
眼を置いて省エネ対策を講じます。

①学校の使われ方を踏まえた省エネ方針

・あらゆる災害時の避難施設となることから、鉄筋コン
クリート造を採用し、堅牢な建築物を構築します。以
下に示す方策によって、平常時も災害時も安心安全に
使えるようにします。

④仕上材、設備の地震対策
・天井や設備機器の落下や破損を防ぐために最大限の
無天井化を図ります。
・バルコニーを設け、建物周りの避難経路へのガラス
の飛散を防ぎます。

安心安全な建物をつくる

・SDGs の考え方を踏まえて
設計された校舎が、児童た
ちにその主旨が伝わり引継
がれる環境教育の場となる
ように計画します。

・段差解消、誰でも使えるデザイン
　使いやすいトイレ、分かりやすいサイン

・内装の木質化
・既存樹木など既存外部環境維持

・自然採光・換気
・日射抑制、外皮性能の向上
・高効率機器の採用

ユニバーサルデザイン

自然に親しむ教育環境

環境にやさしい校舎

SDGs の考え方で持続可能な教育環境をつくる

①主体構造は鉄筋コンクリート造
・耐震壁付きラーメン構造とし、耐震壁を東西・南北
方向に適切に配置し、地震時の変形を極小に抑え、
地震の揺れによる建物の損傷を最小限に留めます。

災害に強い堅牢な構造

②上部構造を軽量化する
・最上階の屋根は、鉄骨造として上部構造を軽量化し、
地震力の負荷低減と基礎への負担軽減を図ります。
③堅牢で費用対効果の高い基礎構造を検討
・既存校舎の構造形式から杭基礎が想定されます。
・適切な地盤調査を行って杭長を慎重に検討し、費用
対効果の高い基礎形式を採用します。

・中央部分に中庭を設けて自然採光を確保し、建物全
体の人工照明の消費電力量を削減します。
・また学びのテラスによって自然通風を確保して、中間
期の空調負荷を低減します。

中庭を設けて良好な自然採光･通風を確保する

・瓦葺の勾配屋根にすることによって、屋根の耐久性能
を高めます。勾配によって雨水が溜まる可能性が少な
くなるため、一般的なフラットルーフに防水を行うより
も耐久性能を高め、漏水原因を低減できます。
・また、瓦屋根とすることで半永久的にメンテナンスが
不要になります。

勾配屋根によって屋根の耐久性能を向上する

・新校舎と共に継続使用する既存校舎の現状のエネルギー収支
を的確に捉えます。
・その収支状況をもとに、新校舎の設備機器を選定し、学校施
設全体としてランニングコストが低減できる方策を検討します。

既存校舎のエネルギー収支を的確に捉えて全体を計画する

普通教室普通教室 ラーニング
スペース
ラーニング
スペース 特別支援教室特別支援教室

職員室職員室
学びのテラス学びのテラス

設備ピット設備ピット 設備ピット設備ピット

通級支援教室通級支援教室

３.50 年間の維持管理コストと環境負荷を約 35%低減
・上記の方策によって、50 年間の維持管理コストと環
境負荷を、標準的な施設に対して約35%削減します。

２. 建物の長寿命化
・建物の長寿命化を図り、改修サイクルを延長して長期
的な改修回数を減らし、維持管理コストを低減します。
・また、日常的なメンテナンスをしやすくするとともに、
改修の際の余地を確保しておきます。

落葉樹を設けて、
夏は直達日射を遮蔽し
良好な自然光を確保する
冬は日照を確保する

設備ピットを設けて、将来の設備更新を容易にする設備ピットを設けて、将来の設備更新を容易にする

自然換気
自然通風を確保

断熱性能を強化
既存樹木を
保全

屋根は瓦葺きとし
長寿命化を図る

軒の出を設けて
外壁を保護する

北側からの良好な
自然光を取り込む

断面イメージ


